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授業概要、授業概要、授業概要、授業概要、
方針、履修方針、履修方針、履修方針、履修
上の注意上の注意上の注意上の注意

知的財産権法の趣旨、概要を説明する。特に、産業財産権については、保護対象及び登録要件を説明する。
そのうえで、事例問題において、問題の所在及び争点を正しく理解し、知的財産権の利用または活用について
考えることができるようにする。
なお、関連する条文については、特許庁ホームページで閲覧可能な産業財産権法逐条解説を参照すること。

教科書・教科書・教科書・教科書・
教材教材教材教材

工業所有権法（産業財産権法）逐条解説（特許庁ホームページ）

主体的・継続的学修意欲主体的・継続的学修意欲主体的・継続的学修意欲主体的・継続的学修意欲

40404040
社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL）社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL）社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL）社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL） 0000

応用力（実践・専門・融合）応用力（実践・専門・融合）応用力（実践・専門・融合）応用力（実践・専門・融合） ②③ 30 10

100100100100
基礎的理解基礎的理解基礎的理解基礎的理解 ①②③ 50 10 60606060

評価項目評価項目評価項目評価項目 80 0 20 0

評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合
目標との関連目標との関連目標との関連目標との関連 定期試験定期試験定期試験定期試験 小テスト小テスト小テスト小テスト レポートレポートレポートレポート

その他（演習課題・その他（演習課題・その他（演習課題・その他（演習課題・

発表・実技・成果物発表・実技・成果物発表・実技・成果物発表・実技・成果物 総合評価総合評価総合評価総合評価 セルフチェックセルフチェックセルフチェックセルフチェック

事例問題におい
て、問題の所在及
び争点を正しく摘
示し、知的財産権
の利用または活用
について見解を述
べることができる。

事例問題におい
て、問題の所在及
び争点を正しく摘
示できる。

事例問題におい
て、問題の所在及
び争点を摘示でき
る。

本科・専攻科本科・専攻科本科・専攻科本科・専攻科
教育目標教育目標教育目標教育目標

標準的な標準的な標準的な標準的な
到達レベル（良）到達レベル（良）到達レベル（良）到達レベル（良）

最低限必要な最低限必要な最低限必要な最低限必要な
到達レベル（可）到達レベル（可）到達レベル（可）到達レベル（可）

知的財産権法の趣
旨及び概要を理解
し､社会で起きてい
る知的財産権に関
する事件につい
て、どんな知的財
産権が問題になっ
ているか理解でき
ること

知的財産権法の趣
旨及び概要を正し
く説明し、事例にお
いて問題となって
いる知的財産権を
摘示できるかを、
定期試験および講
義での小テストで
評価する。

知的財産権法の趣
旨及び概要を正し
く説明し、事例に
おいて問題となっ
ている知的財産権
を摘示できる。

知的財産権法の趣
旨及び概要を正し
く説明できる。

知的財産権法の趣
旨及び概要を説明
できる。

科目目標科目目標科目目標科目目標
【MCC目標】【MCC目標】【MCC目標】【MCC目標】

特許法を中心として、知的財産関連法の法目的、保護対象、主要条文の趣旨を理解し、企業活動等で生まれ
る新規なアイデアやデザイン等の成果物をどのようにして保護したらよいか、そのための手続についての基本
的知識を身につける。
【Ⅸ-F】 倫理観（独創性の尊重、公共心）:法令を理解し遵守する。基本的人権について理解し、他者のおかれ
ている状況を理解することができる。自分が関係している技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解し、
技術者が社会に負っている責任を認識している。

総合評価総合評価総合評価総合評価 中間試験３０％、期末試験５０％、演習（レポート等）２０％で評価し、６０％以上を単位認定の条件とする。

科科科科
目目目目
達達達達
成成成成
度度度度
目目目目
標標標標

目標目標目標目標
割合割合割合割合

科目達成度目標科目達成度目標科目達成度目標科目達成度目標
達成度目標の達成度目標の達成度目標の達成度目標の

評価方法評価方法評価方法評価方法

ルーブリックルーブリックルーブリックルーブリック

理想的な理想的な理想的な理想的な
到達レベル（優）到達レベル（優）到達レベル（優）到達レベル（優）

知的財産権の保護
対象、登録要件を
理解できること。

知的財産権の保護
対象、登録要件を
正しく説明し、登録
性について判断で
きるかを、定期試
験および講義での
小テストで評価す
る。

知的財産権の保護
対象、登録要件を
正しく説明し、登録
性について判断で
きる。

知的財産権の保護
対象、登録要件を
正しく説明できる。

知的財産権の保護
対象、登録要件を
説明できる。

事例問題におい
て、問題の所在及
び争点を正しく摘
示し、知的財産権
の利用または活用
について見解を述
べることができるこ
と。

事例問題におい
て、問題の所在及
び争点を正しく摘
示し、知的財産権
の利用または活用
について見解を述
べることができる
かを、定期試験お
よび講義での小テ
ストで評価する。

科目名科目名科目名科目名 特許法・法学
英文表記英文表記英文表記英文表記

Intellectual properties and
Laws

平成29年3月19日平成29年3月19日平成29年3月19日平成29年3月19日
科目コード科目コード科目コード科目コード 5008

全学科 選 履修 1単位 講義 後期

教員名：　大久保　秀人教員名：　大久保　秀人教員名：　大久保　秀人教員名：　大久保　秀人
作成

技術職員名：技術職員名：技術職員名：技術職員名：

対象学科／専攻コース対象学科／専攻コース対象学科／専攻コース対象学科／専攻コース 必・選必・選必・選必・選 履修・学修履修・学修履修・学修履修・学修 単位数単位数単位数単位数 授業形態授業形態授業形態授業形態 授業期間授業期間授業期間授業期間
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学習時間は、実時間ではなく単位時間で記入する。（４５分＝１、９０分＝２）

備考欄備考欄備考欄備考欄

期末試験

学習時間合計学習時間合計学習時間合計学習時間合計 実時間実時間実時間実時間 45454545

自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証）自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証）自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証）自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証） 標準的所用時間標準的所用時間標準的所用時間標準的所用時間

著作権法 事例問題における著作権の争点
【Ⅸ-F】法令や過去の事例等の様々な要素を参照・融合して、適切な行動
指針を決定できる。

産業財産権まとめ 産業財産権法の復習
【Ⅸ-F】法令や過去の事例等の様々な要素を参照・融合して、適切な行動
指針を決定できる。

著作権法 著作権法の保護対象と保護要件①

【Ⅸ-F】法令を理解し遵守する。研究などで使用する、他者のおかれている状況を理解できる。自分が

関係している技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解し、技術者が社会に負っている責任を認

識し、身近で起こる関連した情報や見解の収集に努めるなど、技術の成果が社会に受け入れられるよ

う行動できる。

著作権法 著作権法の保護対象と保護要件②

【Ⅸ-F】法令を理解し遵守する。研究などで使用する、他者のおかれている状況を理解できる。自分が

関係している技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解し、技術者が社会に負っている責任を認

識し、身近で起こる関連した情報や見解の収集に努めるなど、技術の成果が社会に受け入れられるよ

う行動できる。

意匠法と不正競争防止法 デザイン保護法

【Ⅸ-F】法令を理解し遵守する。研究などで使用する、他者のおかれている状況を理解できる。自分が

関係している技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解し、技術者が社会に負っている責任を認

識し、身近で起こる関連した情報や見解の収集に努めるなど、技術の成果が社会に受け入れられるよ

う行動できる。

商標法と不正競争防止法 ブランド保護法

【Ⅸ-F】法令を理解し遵守する。研究などで使用する、他者のおかれている状況を理解できる。自分が

関係している技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解し、技術者が社会に負っている責任を認

識し、身近で起こる関連した情報や見解の収集に努めるなど、技術の成果が社会に受け入れられるよ

う行動できる。

後期中間試験（行事予定で週変更可）

特許法 発明の保護、職務発明、ジェネリック医薬品

【Ⅸ-F】法令を理解し遵守する。研究などで使用する、他者のおかれている状況を理解できる。自分が

関係している技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解し、技術者が社会に負っている責任を認

識し、身近で起こる関連した情報や見解の収集に努めるなど、技術の成果が社会に受け入れられるよ

う行動できる。

知的財産権概論 ドラマの仮想事例をもとに知的財産権の活用を考える⑤

【Ⅸ-F】法令を理解し遵守する。研究などで使用する、他者のおかれている状況を理解できる。自分が

関係している技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解し、技術者が社会に負っている責任を認

識し、身近で起こる関連した情報や見解の収集に努めるなど、技術の成果が社会に受け入れられるよ

う行動できる。

知的財産権概論 知的財産権の保護対象、登録要件

【Ⅸ-F】法令を理解し遵守する。研究などで使用する、他者のおかれている状況を理解できる。自分が

関係している技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解し、技術者が社会に負っている責任を認

識し、身近で起こる関連した情報や見解の収集に努めるなど、技術の成果が社会に受け入れられるよ

う行動できる。

知的財産権概論 ドラマの仮想事例をもとに知的財産権の活用を考える③

【Ⅸ-F】法令を理解し遵守する。研究などで使用する、他者のおかれている状況を理解できる。自分が

関係している技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解し、技術者が社会に負っている責任を認

識し、身近で起こる関連した情報や見解の収集に努めるなど、技術の成果が社会に受け入れられるよ

う行動できる。

知的財産権概論 ドラマの仮想事例をもとに知的財産権の活用を考える④

【Ⅸ-F】法令を理解し遵守する。研究などで使用する、他者のおかれている状況を理解できる。自分が

関係している技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解し、技術者が社会に負っている責任を認

識し、身近で起こる関連した情報や見解の収集に努めるなど、技術の成果が社会に受け入れられるよ

う行動できる。

知的財産権概論 ドラマの仮想事例をもとに知的財産権の活用を考える①

【Ⅸ-F】法令を理解し遵守する。研究などで使用する、他者のおかれている状況を理解できる。自分が

関係している技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解し、技術者が社会に負っている責任を認

識し、身近で起こる関連した情報や見解の収集に努めるなど、技術の成果が社会に受け入れられるよ

う行動できる。

知的財産権概論 ドラマの仮想事例をもとに知的財産権の活用を考える②

【Ⅸ-F】法令を理解し遵守する。研究などで使用する、他者のおかれている状況を理解できる。自分が

関係している技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解し、技術者が社会に負っている責任を認

識し、身近で起こる関連した情報や見解の収集に努めるなど、技術の成果が社会に受け入れられるよ

う行動できる。

期末試験
知的財産権概論 知的財産権の概要説明

【Ⅸ-F】法令を理解し遵守する。研究などで使用する、他者のおかれている状況を理解できる。自分が

関係している技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解し、技術者が社会に負っている責任を認

識し、身近で起こる関連した情報や見解の収集に努めるなど、技術の成果が社会に受け入れられるよ

う行動できる。

前期中間試験（行事予定で週変更可）

授　　業　　計　　画授　　業　　計　　画授　　業　　計　　画授　　業　　計　　画

授　　業　　項　　目授　　業　　項　　目授　　業　　項　　目授　　業　　項　　目 授　　業　　内　　容授　　業　　内　　容授　　業　　内　　容授　　業　　内　　容
自学自習自学自習自学自習自学自習

（予習・復習）内容（予習・復習）内容（予習・復習）内容（予習・復習）内容


